
December 2010                         0405                         December 2010

　

日
本
か
ら
は
る
か
6
０
０
０
キ
ロ
―
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
を
、
見
覚

え
の
あ
る
日
本
の
列
車
が
駆
け
抜
け
る
。
何
と

も
不
思
議
な
光
景
だ
が
、日
本
同
様
〝
市
民
の
足
〞

と
し
て
、
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。

　

行
き
先
に
は
日
本
語
で
「
回
送
」
の
表
示
。

車
内
に
乗
り
込
む
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
家
族

連
れ
な
ど
大
勢
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
ご
っ
た

返
し
て
い
る
。
日
本
で
の
使
命
を
終
え
た
車
両

の
中
に
は
、
こ
こ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
で
な
く
、

タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
な
ど
、
海
を
渡
り
活
躍
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
整
備
が
行
き
届
い
て
い
る
日
本
の
車

両
は
、
海
外
で
は
ま
だ
ま
だ
現
役
。
そ
も
そ
も

頑
丈
で
壊
れ
に
く
く
、
開
発
途
上
国
か
ら
の
ニ

ー
ズ
も
高
い
そ
う
だ
（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　

毎
日
の
通
勤
や
通
学
、
旅
行
な
ど
、
今
や
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
と
な
っ

て
い
る
鉄
道
―
。
日
本
に
は
、
時
速
３
０
０
キ

ロ
で
走
る
新
幹
線
か
ら
、通
勤
電
車
、路
面
電
車
、

貨
物
列
車
、
地
下
鉄
、
さ
ら
に
は
モ
ノ
レ
ー
ル

な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
鉄
道
車
両
が
走
っ
て

い
る
。

　

日
本
に
初
め
て
鉄
道
が
敷
か
れ
た
の
は
明
治

５
年
（
１
８
７
２
年
）。
幕
末
に
欧
米
か
ら
鉄
道

模
型
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

日
本
初
の
旅
客
列
車
が
新
橋
〜
横
浜
間
で
営
業

を
開
始
し
た
。

　

そ
ん
な
日
本
の
鉄
道
が
劇
的
に
変
化
し
た
の

が
１
９
６
０
年
代
。「
戦
後
復
興
が
進
む
中
で
、

ヒ
ト
と
モ
ノ
の
移
動
が
急
激
に
増
え
、
東
海
道

本
線
の
輸
送
力
が
限
界
に
達
し
て
い
た
」
と
、

財
団
法
人
運
輸
政
策
研
究
機
構
運
輸
政
策
研
究

所
の
森
地
茂
所
長
は
話
す
。
そ
こ
で
登
場
し
た

の
が
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
〝
新
幹
線
〞。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
前
に
、
ア
ジ
ア
の
国

が
世
界
に
先
駆
け
て
超
特
急
「
東
海
道
新
幹
線
」

を
整
備
し
た
こ
と
は
、
欧
米
諸
国
を
驚
か
せ
た
。

　

そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
東
京
、

大
阪
な
ど
の
大
都
市
圏
を
中
心
に
都
市
鉄
道
が

急
速
に
発
達
。
現
在
で
は
、
日
本
国
内
の
鉄
道

営
業
総
延
長
距
離
は
約
２
万
７
５
０
０
キ
ロ
、

利
用
者
は
年
間
約
２
２
０
億
人
に
も
達
す
る
。

　

日
本
の
鉄
道
の
強
み
は
、
単
に
全
国
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
鉄
道
網
だ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち

市
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
安
全
性
や
定
時

性
、
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ど
れ
も
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
こ
れ
も
、Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
と
い

っ
た
鉄
道
事
業
者
が
日
々
重
ね
て
き
た
努
力
の

た
ま
も
の
だ
。

途
上
国
の
人
々
を
運
ぶ

回
送
列
車 

―海を渡る日本の列車―

首都バンコクと地方都市を結ぶブ
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明
治
、
昭
和
、
平
成
と
、
時
代
を
越
え
て

鉄
道
を
発
達
さ
せ
て
き
た
日
本
。
そ
し
て
今
、

開
発
途
上
国
で
も
、
鉄
道
を
含
む
運
輸
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
、
経
済
発
展
の
カ
ギ
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
「
途
上
国
の
中
に
は
、
石
油
や
石
炭
、
鉱
物

な
ど
、
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
国
も
多

い
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
ラ
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
」
と
、森
地
所
長
は
指
摘
す
る
。

イ
ン
フ
ラ
が
な
い
か
ら
資
源
が
運
べ
な
い
、

資
源
が
運
べ
な
い
か
ら
経
済
が
停
滞
し
て
し

ま
う
。
ま
さ
に
輸
送
手
段
が
な
い
こ
と
が
、

悪
循
環
の
根
本
的
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

ま
た
、
途
上
国
で
鉄
道
の
導
入
が
急
が
れ

る
も
う
一
つ
の
理
由
に
、
都
市
化
へ
の
対
応

が
あ
る
。「
豊
か
に
な
れ
ば
、
社
会
で
は
〝
移

動
の
欲
求
〞
が
生
ま
れ
ま
す
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
人
々
は
経
済
活
動
の
盛
ん
な
都
市

に
流
れ
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
増
え
た
人
口

の
移
動
手
段
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
」。
実
際
に
、
急
速
な
発
展
が
進
む
多
く
の

都
市
で
は
、
慢
性
的
に
交
通
渋
滞
が
発
生
。

大
量
の
排
気
ガ
ス
が
環
境
へ
与
え
る
負
の
影

響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
「
国
内
で
７
０
０
キ
ロ
移
動
す
る
場
合
、
日

本
で
は
６
〜
７
割
の
人
が
鉄
道
を
利
用
し
ま

す
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
を
見
て
み
る
と
、
８

割
近
く
が
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
。
同

じ
先
進
国
で
も
対
照
的
で
す
」。
国
や
地
域
に

よ
っ
て
、
適
し
た
運
輸
交
通
手
段
に
は
違
い

が
あ
る
。

　

鉄
道
社
会
の
〝
日
本
型
〞
と
、
車
社
会
の

〝
ア
メ
リ
カ
型
〞―
。

　
「
ア
ジ
ア
は
都
市
が
連
担
し
、
人
口
規
模
・

密
度
が
高
く
、
日
本
と
街
の
構
造
が
似
て
い

ま
す
。
狭
い
空
間
を
日
常
的
に
多
く
の
人
が

移
動
す
る
た
め
に
は
、
車
中
心
の
生
活
で
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。
鉄
道
が
最
適
な
の
で
す
」

と
森
地
所
長
は
分
析
す
る
。

日
本
型
と
ア
メ
リ
カ
型

ど
ち
ら
に
向
か
う
の
か

December 2010                         0607                         December 2010

　

し
か
し
、
鉄
道
の
導
入
に
は
莫
大
な
時
間

と
お
金
が
か
か
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
東
海
道
新
幹
線
も
一
部
が
世
界
銀
行

の
融
資
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
。
そ
れ
故

に
、
日
本
が
鉄
道
の
普
及
を
必
要
と
し
て
い

る
途
上
国
を
支
援
す
る
こ
と
は
〝
国
際
社
会

へ
の
恩
返
し
〞
と
も
言
え
る
の
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
〝
鉄
道
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
〞
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
韓
国
や
中
国
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

な
ど
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
国
々
で
、
鉄

道
の
整
備
に
協
力
し
て
き
た
。「
計
画
段
階
か

ら
建
設
に
至
る
ま
で
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
調

査
、
円
借
款
な
ど
を
通
じ
て
、
一
連
の
プ
ロ

セ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
強
み
で
す
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
経
済
基
盤
開
発

部
運
輸
交
通
・
情
報
通
信
第
一
課
の
小
泉
幸

弘
課
長
。
ま
た
ハ
ー
ド
面
の
み
な
ら
ず
、
開

業
に
当
た
っ
て
必
要
な
組
織
体
制
や
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
鉄
道
事
業
者
や
技
術
者
の
人
材

育
成
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
ま
で
、
総
合
的
な

支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　

最
近
の
新
し
い
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
２
０
１
０
年
6
月
に
日
本
政
府

が
打
ち
出
し
た
「
新
成
長
戦
略
」。
こ
れ
を
受

け
、
ア
ジ
ア
な
ど
で
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
が
活
発

化
し
て
い
る
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
で
検
討
さ
れ

て
い
る
〝
日
本
型
新
幹
線
〞
の
導
入
に
対
し

て
期
待
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
大

島
賢
三
副
理
事
長
が
中
心
と
な
り
「
開
発
途

上
国
に
お
け
る
鉄
道
分
野
の
国
際
協
力
に
関

す
る
研
究
会
」
を
設
立
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ほ
か
、

関
係
省
庁
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、Ｊ
Ｒ
東
日
本

や
東
京
メ
ト
ロ
な
ど
鉄
道
事
業
者
が
一
堂
に

会
し
、
積
極
的
な
連
携
に
向
け
た
指
針
を
作

成
中
だ
。
小
泉
課
長
は
「
官
民
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
フ
ル
に
活
用
し
な
が
ら
、
現
場
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
日
本
に
し
か
で
き
な
い

〝
途
上
国
に
根
差
し
た
〞
支
援
を
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。
現
在
進
行
中
の
「
パ
ッ

ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
に
向
け
た
市

場
調
査
（
都
市
鉄
道
編
）」
も
そ
の
一
つ
。
日
本

の
都
市
鉄
道
の
特
性
を
調
査
・
整
理
し
た
上

で
、
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
を
対
象
に
、
鉄
道

事
業
の
国
際
展
開
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。

　

今
こ
の
瞬
間
も
、
多
く
の
人
々
の
力
に
よ

り
、
安
心
・
安
全
な
運
行
を
続
け
る
ニ
ッ
ポ

ン
の
鉄
道
。
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
強
力
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
み
に
、
さ
ら
な
る
世

界
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

フィリピンの首都マニラ。都市化が進み、朝と夕方のラッシュ時には交通渋滞が慢性化している ○c 今村健志朗

in ベトナム

週末は、家族で行楽列車に

ホーチミン市で建設予定の1号線（イメージ図）

鉄道で快適な都市づくりを

　この国の鉄道史に最初に名を刻んだのは「ヒ
ジャーズ鉄道」。オスマン帝国末期の20世紀初
頭、ダマスカスからイスラム教の聖地メディナへ
向かう巡礼鉄道として敷設されたのが始まり
だ。第一次世界大戦で多くの路線が破壊された
が、一部の区間は戦後に復旧。1952年以降は
「ヨルダン・ヒジャーズ鉄道」として運営されて
きた。しかし利用者が少なく、2008年春には旅
客列車がすべて廃止されてしまった。
　しかしうれしいことに09年10月から、週末限
定ではあるが、日帰りの“行楽列車”が運転され
るようになった。首都アンマンから国際空港に
近いジーザまでの約30キロを2時間かけてゆっ
くり走る。運賃は大人が3ヨルダン・ディナール
（約400円）で、“週末のお出掛け”にはお手頃
な値段。出発は朝9時。車内はたくさんの家族
連れでにぎわう。到着後は駅構内で弁当を食べ
るなどして過ごし、午後4時ごろ、アンマンに戻
ってくる行程だ。
　他方、50年代から使われていた蒸気機関車も
保存されており、運が良ければ年に数回、チャー
ター列車をひく姿が見られる。そして何と、半世
紀前に輸入された日本製の蒸気機関車も健在。
日本風デザインの蒸気機関車が荒涼とした中東
の風景の中を走る様子は感動的だ。
　そして現在、国家プロジェクトの一環で、隣接
国のシリア、イラク、サウジアラビアと“鉄道ネッ
トワーク”を形成するという壮大な構想がある。
ヨルダンが国際貨物輸送のハブ機能を果たすこ
とが目標。しかし、ヒジャーズ鉄道は開業時に
1,050ミリという狭いレール幅を採用しており、
国際的な鉄道ネットワークにするためには、日本
の新幹線が開業時に行ったように、標準規格
（1,435ミリ）の線路を新設する必要がある。こ
の構想を実現するには、周辺国の鉄道整備と合
わせて、機運を高めていかなければならない。

首都アンマンのモスクのそばを走る行楽列車

from ヨルダン

　ハノイとホーチミンの二大都市を結ぶ「高速鉄
道」の建設計画が話題になる一方、「都市鉄道」
の必要性も急速に高まっているベトナム。経済成
長と人口増加に伴い、都市部ではバイクや自動車
の交通量が急増し、渋滞の慢性化や事故の多発、
大気汚染などが深刻な問題となっているのだ。
　公共交通機関を整備し、安全で快適な都市づく
りを―。ベトナム政府のこの方針に対して、JICA
はハノイ・ホーチミン市の両都市で交通計画の策
定を支援。さらにその結果を基に、現在は環境に
も優しい鉄道建設を中心とした都市開発の“総合
的”な支援を進めている。
　ハノイ市では、街の中心部を通る1・2号線の建
設が円借款を通じて開始予定。また、駅周辺地

域の都市開発方針を策定する支援も進めている。
さらに、都市鉄道との乗り継ぎをスムーズにし、
利便性を高めるため、バスを中心とした公共交通
管理の行政能力を強化する技術協力も始まる予
定だ。
　一方、ホーチミン市では、円借款による1号線の
建設が近く開始される。また、都市鉄道の運営会
社を立ち上げ、鉄道事業を円滑に運営するための
ノウハウを移転する技術協力をまもなく開始す
る。両都市とも、ベトナム鉄道事業の関係者を日
本に招き、国土交通省やJR東日本、東京メトロな
どで、都市鉄道の設計・工事の手法や運営・維持
管理などについて伝える人材育成も行い、相乗効
果を上げている。

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ま
で

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
支
援
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